
大雪山旭岳（２２９０ｍ）　冬山登山　記録

山行日 Ｈ３０年５月５日　〜　６日（登山日）

山行形式 　冬山スキー及びスノーシュー

参加者 山岸リーダー （スキー）：藤木（晴）、澤田、太田、西田（芳）、八重樫、後藤、笹山、相馬

計１６名 （スノーシュー）：小山内、永宮、近藤、及川、西田（昌）、門馬、藤木（たか）

天候 ５日：曇りのち一時雨　６日：午前曇り、午後小雪から雨　　

移動時間 （５日）　岡志別運動公園　８：００⇒旭川北の嵐山　１１：３０⇒東神楽森林公園　１４：３０　キャビン泊り

（６日）　公園小屋発　７：３０⇒　旭岳ロープウエイ　８：００⇒山行時間へ・・・輪厚解散２０：３０

（６日山行記録）

（６日山行時間）

場所・状況・行動

起床

旭岳駅（ﾛｰﾌﾟｳｴｲ）着　9:00迄待つ
姿見駅降り、登山開始
１８８０ｍ地点スキーデポ
金庫岩
旭岳頂上、記念写真
下山1880mｽｷ-ﾃﾞﾎﾟ地
姿見駅迄スキー滑走　昼食

～ スキー場滑走
旭岳駅（ロープウエイ）着
登り　３：２０分

下り　１：２０分

6:00

時刻

登山Ｈｒ

10:45
9:15
8:00

15:00

14:00
13:25
12:35
12:15

（５日） 曇り空の幌別を出て、輪厚で相馬車と合流。一路旭川に向けて走る。当初予定の突哨山が熊出没の為
に入山出来ず、嵐山に変更となった。
５日の詳細は永宮さん記録を参照とします。本記録はスキー班の登頂記録とします。

桜が満開の東神楽公園を出て、旭岳駅に向かう。

近ずくにつれ道路はシャーベット状。昨夜の雨が

ここ１０００ｍ旭岳ＲＷ駅では雪。ロープウエイＧ

Ｗのせいか９：００始発でも満員、ほぼスキーか

ボードを持っているが、数人（台湾？）軽装の人

がいる。雪見の外人客の人気スポットとの事。標

高１６００ｍの姿見駅に下り５ｃｍ位の新雪を踏

みしめ石室を目指す。地獄谷のゴオーと上が

る煙と硫黄臭を感じながら高度を上げる

石や岩でスキーは無理、デポ

して壺足アイゼンで登る、

登山前の張切り２人

７合目から金庫岩を目指して

登る。息が少し苦しくなる

壺
足

石室は屋根迄雪に隠れていたが登るにつれ岩石が出て来て、１８８

０ｍでスキーをデボする。アイゼンを付け壺足で稜線の夏道に沿っ

て登る。所々石ころが出ていて歩きづらい。曇り空ながら風も無く、

眺めがよく十勝連峰、化雲、トムラウシの山々を見ながら快適に登る

噴煙の上がる地獄谷と旭岳の全景

スキーデボ地

１８８０ｍ



（記）　西田

頂上で山々の眺望していると、トムラの方か
ら白いガスがかかってきた。予報は午後から
崩れるとの事。急ぎ下山開始。デポしたス
キーを無事発見、スキー滑走。雪質はいまい
ちだが、思い思いのシュプールで下りる。次
回はパウダーで頂上から滑って下りたら最高
だねと言いながら姿見駅まで下りる。スノー
シュー班はすでに下山していた。遅い昼食後、
ゲレンデコースを小雨のなか、滑走して無事
旭岳駅迄下りる。
今年一番の高い山、良かった。
強運のリーダーありがとう。

夏道沿いの道を登り、ニセ金庫岩を過ぎると最後の雪山、頂きに標識が見えてきた。初登頂のＯ汝を先頭に全員
登頂。曇り空ながら３６０°の展望。白雲、北鎮の表大雪、武利、武華の北大雪の山々が見え感動。

８合目岩石が出ている

バンザイで出迎え

十勝連峰とトムラウシ

スキー班全員登頂バンザイ

頂上まであと一息

旭岳７合目からの広い斜面を大滑走！

地獄谷への滑走コース確認


